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第1 計画の策定にあたって 

 

１ 計画策定の趣旨 

 津山市・鏡野町・勝央町・奈義町・勝北町・久米町・加茂町・富村・奥津町・上齋原村・

阿波村・中央町・旭町・久米南町・柵原町の１市１１町３村は、昭和４４年７月に国から

指定を受け「津山広域市町村圏」を発足し、翌年３月に広域行政を推進するための第１次

計画となる「津山広域市町村圏振興計画」を策定しました。その計画を通して、広域的事

業や共同事務処理など、地域社会づくりに成果をあげてきました。 
さらに平成２年６月には、国から「ふるさと市町村圏」への選定を受けるとともに、翌

年１１月に津山広域事務組合を設立し、津山圏域（以下「圏域」という。）の振興整備を

図ってきました。 
その後、市町村合併が進み、津山市・鏡野町・勝央町・奈義町・久米南町・美咲町の１

市５町（以下「構成市町」という。）で構成する津山圏域（以下「圏域」という。）におい

て、国が主導する「ふるさと市町村圏」施策を進めてきました。平成２１年３月３１日、

国がこれまで推進してきたふるさと市町村圏の要綱を廃止したことから、それ以降は、圏

域の自主的な協議により、津山広域事務組合で雇用労働施策を中心として事業に取り組む

こととし、平成２５年３月に新たな指針として「津山ふるさと市町村圏計画（平成２５年

３月版）」を策定しました。 
その後、人口減少と少子高齢化など圏域を取り巻く状況が、一層厳しさを増す中、若者

の定住化に向けた就職支援や定住対策の取組みが重要となっており、今後さらに取組みを

強化していくために、「津山ふるさと市町村圏計画（平成３０年３月版）」を策定するもの

です。 
 
２ 計画の経過 

計画の策定状況は次のとおりです。 
 計画名 位置付け 策定年月 
１ 津山広域市町村圏振興計画 第１次広域行政圏計画 昭和４５年３月 
２ 津山新広域市町村圏整備計画 第２次広域行政圏計画 昭和５５年３月 
３ 津山ふるさと市町村圏計画 第３次広域行政圏計画 平成３年１１月 

４ 
第４次津山広域行政圏計画 
（津山ふるさと市町村圏計画） 

第４次広域行政圏計画・ 
第２次津山ふるさと市町村圏

計画 
平成１３年３月 

５ 
津山ふるさと市町村圏計画 
（平成２５年３月版） 

― 平成２５年３月 

６ 
津山ふるさと市町村圏計画 
（平成３０年３月版） 

― 平成３０年３月 
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３ 計画の構成・期間 

 計画は、「広域活動計画」として構成し、「ふるさと振興事業」を含みます。 
 計画期間は、平成３０年（２０１８年）から概ね５年間とします。 
 
４ 計画の修正 

 今後の社会情勢の変化等に対しては柔軟に対応し、必要に応じて計画の修正等を行うも

のとします。 
 
 
第２ 構成市町の特性 

  

１ 津山市 

 本圏域の中心部である津山市は、教育機関や官公署の集積などにより、県北の広域交流

拠点としての役割を担っています。人口や面積は、圏域内において最大ですが、市内にお

いては人口の集中する地域と過疎地域の２極化が進んでいます。産業面では、産業支援セ

ンターを設立し、ステンレス産業などの金属加工業をはじめとした多様な製造業や農林業

の高付加価値化、６次産業化など、新たな産業創出に取り組むとともに、津山産業・総合

流通センター等の産業団地へ企業誘致が進められています。 
また、市内中心部に桜名所１００選に選定された津山城や津山まなびの鉄道館などの歴

史文化資源を数多く有し、周辺地域には、黒木キャンプ場や広戸仙、阿波森林公園、梅の

里公園等の観光・レクリエーション施設など、豊かな自然も活かした滞在型観光への取組

みを推進しています。 
 
２ 鏡野町  

 本圏域の北西部に位置し、南部は比較的緩やかな丘陵と平坦地が多く、中国自動車道院

庄インターから近いことや、国道１７９号線、広域農道など東西南北にクロスする主要道

路など交通の便に恵まれていることから、運送業などの企業集積が見られます。また、図

書館や文化スポーツ施設等も整備されています。 
 北部は山間部に位置し、広大な面積の中、人口の減少や高齢化が進んでいます。その一

方、優れた自然環境や豊かな森林資源を活かした温泉施設やスキー場、キャンプ場等のス

ポーツ・レクリエーション施設が整備されています。 
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３ 勝央町 

 本圏域の東部に位置し、緩やかな丘陵地と、中央を貫流する滝川に沿って開けた自然豊

かな大地で米や果樹、黒豆を生産する農業が基幹産業のまちです。 
 また、出雲街道等の歴史資産や、おかやまファーマーズ・マーケット ノースヴィレッ

ジなど、観光スポットも整備されています。 
 そして、交通の便に恵まれ、工業団地への企業集積も進行しています。近年、文化施設

（文化ホール・図書館・美術文学館）が整備され、町民の集いや文化活動の拠り所になっ

ていて、農業と工業と自然と文化が調和したまちとして発展しています。 
 
４ 奈義町 

 本圏域の北東部に位置し、自然と伝統芸能等の宝庫であり、今後とも大切に守っていく

とともに、水源地域として森林保全や環境整備、地域振興にも取り組んでいます。 
 また、安全で快適に暮らすことができるよう居住環境の整備や豊かで特色のある歴史・

文化・観光資源の活用、ネットワーク化を進めるとともに、本圏域中心部を結ぶ幹線道路

網の整備や観光、レクリエーションエリアの拡大や通勤圏の拡大、そして子育て支援の充

実による定住人口の確保と交流人口の増加に取り組んでいます。 
 
５ 久米南町 

 本圏域の最南端部に位置し、人口の減少や高齢化が進んでいます。県南地域と津山市の

中間にあることから、国道５３号沿線で良好な環境を有する宅地分譲やスポーツ・文化施

設などの整備を行っています。中でも、交通の便を生かして整備された「道の駅くめなん」

は、地元農産物の販売などにより多くの利用者でにぎわっています。 
また、棚田やぶどう畑などがある山間部の自然環境活用型レクリエーション施設や研修

施設の整備をはじめ、若者定住促進住宅の建築や空き家改修助成制度などにより、交流人

口の増加を目指した定住促進施策を進めています。 
 
６ 美咲町 

 本圏域の南部に位置し、県の３大河川のうち、旭川・吉井川が流れています。人口の減

少や高齢化が進んでいますが、良好な自然環境や津山市とのアクセスから本圏域のベッド

タウンとしての地理的条件も整っています。 
定住促進を最重点課題として掲げ、子育てしやすい環境づくりに取り組むとともに、住

宅団地の整備や空き家の有効活用など住環境の整備をはじめ、教育の充実にも力を入れて

います。また、緑化公園やエイコンパークのような運動公園等を活かし、自然環境活用型

のスポーツ・レクリエーションを取り入れながら、健康で活き活きとした生活を送ること

ができる地域づくりを進めています。 
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第３ 圏域を取り巻く現状と課題 

 
 昭和４４年に広域市町村圏として選定された当時と比べ社会構造は大きく変化し、現在、

本圏域の人口は減少傾向にあり、少子高齢化が顕著となっています。特に、高校を卒業す

る年代の地域外への人口流出がさらなる人口減少の原因といわれています。 
人口減少に歯止めをかけるため、平成２９年１月に構成市町と同じ枠組みで定住自立圏

形成協定が締結されました。さらに構成市町が連携・協力して、移住・定住対策など、具

体的な事業に取り組んでいくこととなりました。 
津山広域事務組合でも、定住自立圏事業の雇用対策にかかる事業に取り組むことになり

ました。構成市町の特性を活かしながら、若者の定住化に向けた就職支援や移住・定住対

策などの施策、従来の雇用対策を今まで以上に推進していくことが必要です。  
 
 
 

第４ 広域活動計画 

 

 圏域での課題を解決するため、取り組んでいく各施策の基本となる活動計画を示します。 
  
１ 雇用労働対策 

（１）企業の雇用労働の実態・動向把握に向けた関係機関との連携 

・関係機関との情報交換 

 雇用の安定と勤労者福祉の増進について、関係機関と情報交換を行い、調査・研

究を行います。 
・ハローワークとの連携 

公共職業安定所（ハローワーク）と連携し、求職者に紹介する求人情報の収集、

学生の就職を支援する行事などを行います。 
 
（２）企業・労働者の福祉対策 

  ・津山圏域勤労者互助会の運営 

    圏域内の中小規模事業所が個々の企業で実施することが容易ではない福利厚生

事業を、事業所で働く勤労者の相互扶助の精神に基づき行います。 
  ・企業向け事業の実施 

    企業の振興発展に向けた事業を、広域事務組合と関係機関等との共催で展開しま

す。 
   （実施例）新入社員教育講座、優良従業員表彰、勤労者融資制度など 
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  ・雇用の安定対策の推進 

    圏域内の企業や関係機関などに求職者情報を含めた雇用対策に関するホットニ

ュースを発行し、雇用の促進を図ります。 
 
（３）若者の就職支援 

・就職に関する学生・生徒（学校）の要望調査 

    学生・生徒の就職志向と学校関係者の要望を聞き、適切な対策を講じます。 
   （実施例）学校訪問活動、高校生の就職調査など 
  ・学生・生徒の就職活動支援 

    学生・生徒の県北地域への就職促進を図ります。 
（実施例）就活学生登録、岡山県北地域の合同企業説明会・合同就職面接会開催、

インターンシップ紹介、企業ガイド発行、企業説明会等参加助成金交付

事業など 
 
（４）就職相談・職業紹介事業 

・津山圏域無料職業紹介センターの運営 

相談員が個々の求職者の雇用に関する相談を受け、事業所を紹介するとともに、

事業所からの求人も開拓します。ＩＪＵターン者の就職相談にも対応します。 
 
２ 定住化対策 

若者や子育て世代をメインターゲットとして、「転入者の増加」「転出者の低減」に取り

組みます。 
 
（１）働く場の確保 

・県北企業の情報発信 

 圏域をはじめ県北の企業への就職を促進するため、情報発信に努めます。 

（実施例）就活学生登録、岡山県北地域の合同企業説明会・合同就職面接会開催、

企業ガイド発行など 
 
（２）移住・定住を促進する施策の展開 

・移住・定住促進事業 

  移住・定住を促進するため、移住相談会へ参加し、圏域のＰＲに努めます。 

  また、ＩＪＵターンを検討している人のため、就業促進を図ります。 

（実施例）移住相談会への参加、移住パンフレット制作、ＩＪＵターン希望者の企

業面接参加助成金交付、津山圏域無料職業紹介センターでのＩＪＵ相談

対応など 
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第５ 広域活動計画における主な目標 

 

広域活動計画に掲げる施策のうち、重点的に取り組む事業については、現状と課題を明

らかにした上で目標を設定して取り組んでいきます。 
 
１ 雇用労働対策における企業・労働者の福祉対策【計画第４ １－（２）】 

   ～津山圏域勤労者互助会の運営～ 

 

（１）現状と課題 

    津山圏域勤労者互助会は、圏域内の中小規模の事業所を対象に、勤労者が楽しく

安心して働ける環境づくりと圏域内の事業所の健全な事業活動の推進を目的に、人

間ドック受診助成やレクリエーション事業などに取り組み、圏域内の多くの事業所

の福利厚生を担っています。 

経営者の高齢化や後継者不足など様々な要因から圏域内の事業所数は減少して 

います。こうした中、勤労者互助会の会員事業所数も減少しており、新規加入事業

所の増加を図っていくことが必要です。 

    

津山圏域勤労者互助会会員事業所数 

 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

会員事業所数 ３７１社 ３６５社 ３４９社 

     

（２）課題解決のための取り組み 

  ・未加入の事業所を訪問し、互助会事業の紹介により新規加入を促進します。 
  ・会員ニーズを把握し、会員の満足度の向上につながるよう事業の充実を図ります。 
  ・商工団体等関係機関と連携して、会員への情報提供の充実を図ります。 
 
（３）数値目標  

津山圏域勤労者互助会に新規加入する事業所数の増加 

目 標 
平成28年度 

（現状値） 

平成30～34年度 

（目標値） 

新規加入事業所数 ４社 ２０社 
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２ 雇用対策における若者の就職支援【計画第４ １－（３）】 

定住化対策における県北企業の情報発信【計画第４ ２－（１）】 

   ～学生・生徒の就職活動支援―就活学生登録～ 

 

（１）現状と課題 

将来、当地域への就職を促進するため、大学等への進学を希望する高等学校の生

徒などを対象に、就活学生登録をしてもらうことで定期的に就職情報等を提供して

います。特に就職説明会や企業面接会の開催情報や、インターンシップ情報を提供

することで、学生と県北企業とのマッチングが図られ、就職にもつながっています。 

一方で、活用していない学生もいることから、さらに多くの学生に活用してもら

うために、制度の周知や提供する情報の充実が必要です。 

 

   就活学生登録者数 

 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

就活学生登録者数 ５７７人 １，０２６人 １，４５４人 

 

（２）課題解決のための取組み 

・県北の高校にチラシ配布等を行い、制度の周知を図ります。 

・最新の就職情報を収集し、ＳＮＳ等を活用して情報を提供していきます。 

・民間の就活サイトを研究して、提供情報の充実を図ります。 

 
（３）数値目標  

就活学生登録者数の増加                   

目 標 
平成28年度 

（現状値） 

平成34年度 

（目標値） 

就活学生登録者数（年） １，４５４人 １，７１５人 
    
 

３ 雇用労働施策における就職相談・職業紹介事業【計画第４ １－（４）】 

  定住化対策における移住・定住促進事業【計画第４ ２－（２）】 

   ～津山圏域無料職業紹介センターの運営～ 

  

（１）現状と課題 

無料職業紹介センターでは、圏域内外の求職者に対して、無料で雇用・就職に関

する相談を受け、職業紹介を行うことで、津山圏域への雇用創出と定住促進を図っ

ています。相談については、平日午後６時まで、休日相談日を隔週に設けることで、
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働いている人の職業相談にも対応しています。 

近年、ＩＪＵターン者からの相談件数が大幅に増加していますが、当センターの

認知度は高くないことから、広報活動の強化に取り組み、相談件数を増加させてい

く必要があります。 

 

   津山圏域無料職業紹介センター相談件数 

 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

相談件数 １，２４２件 ２，３６３件 ２，２２８件 

  
（２）課題解決のための取り組み 

・広報紙やホームページ等を活用しての広報活動により、センターの認知度を高め

ていきます。 

・ＩＪＵターン者の相談に対応できるよう、提供情報の充実と関係機関との連携を

強化していきます。 

 

（３）数値目標  

津山圏域無料職業紹介センターの相談件数の増加 

目 標 
平成28年度 

（現状値） 

平成34年度 

（目標値） 

相談件数（年） ２，２２８件 ２，４００件 
 
 
４ 雇用労働対策における若者の就職支援【計画第４ １－（３）】 

定住化対策における県北企業の情報発信【計画第４ ２－（１）】 

    ～岡山県北地域の合同企業説明会・合同就職面接会開催事業～ 

 

（１）現状と課題 

若者への就職支援と県北企業の情報発信を目的に、圏域をはじめとした岡山県北企

業と就職活動を行う学生等をつなぐ合同企業説明会と就職面接会を開催しています。 

県北への就職を考えている学生等が参加することから参加企業より好評価を受け

ていますが、一方で学生等の参加者が減少しており、広報活動の強化と学生等が参加

しやすい環境づくりが必要です。 

 

   合同企業説明会・面接会参加状況 

 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

企業説明会・面接会参加者数 ２１３人 １７０人 ２０５人 
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（２）課題解決のための取組み 

・広報紙をはじめＳＮＳなど、効果的な情報媒体に企業説明会の記事等を掲載し、広

報活動を行います。 
  

（３）数値目標  

合同企業説明会・面接会への参加者数の増加 

目 標 
平成28年度 

（現状値） 

平成34年度 

（目標値） 

企業説明会・面接会参加者数（年） ２０５人 ２２５人 
 
 
 
 
第５ ふるさと振興事業 

広域活動計画に基づき、津山ふるさと市町村圏基金の運用益で実施する事業です。 

事業は、次に規定するものとします。 

なお、実施については、事業実施計画を作成したうえで行います。 

 

（１）圏域の全体あるいは複数の市町にかかわる事業 

 

（２）圏域の全体あるいは複数の市町において同時に実施されることが望ましい事業 

 

（３）圏域の全体あるいは複数の市町において継続的に実施されることが望ましい事業 

 

（４）津山ふるさと市町村圏基金の運用益を活用して実施することが好ましく、一般的な

財源をあてることが困難な事業 

 

（５）圏域で地域課題となっている事業 

 

（６）今後、圏域の発展のために必要と考えられる事業 


